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　この本は、好評をいただいた『理科実験の教科書』を 2020 年度から実施

の新学習指導要領に対応してバージョンアップしたものです。

　初版発行時には、日本初のフルカラーの教育書と言われました。実験の仕

方がとてもわかりやすいと評判でした。それだけでなく、数々の工夫された実

験が掲載され、教科書の実験の代わりに取り組んでくれた先生方が、たくさ

んいらっしゃいました。

　その発行から８年が過ぎ、学習指導要領も変わりました。

　私たちも、提案した実験を少しずつ改良してきました。よりわかりやすく、

より成功率を高め、より楽しく、そしてより簡単にできることも考えました。

　その結果、一つのねらいに対して、複数の実験が開発されてきました。甲

乙つけがたいものがたくさんあったのです。

　そこで、今回の本は、その複数の実験を一つに絞るようなことをせず、読

者の皆さんに選んでいただく方針にしました。

　どうか、予備実験をする際、教科書の実験と本書の実験を見比べながら、

どの実験をするかお考えください。

　ぜひ、本書の実験を、子どもたちと一緒に楽しんでください。予備実験をし

ながら写真を撮って原稿を書いていますので、再現率は高いと思います。

　実は、水を凍らせる実験はうまくいかなくて、トライ＆エラーを繰り返し、

４日くらいかけてやっと原稿にできるレベルの実験になりました。他にも、執

筆者同士で追試実験をし、アイディアを出し合い、実験を改良していったもの

がたくさんあります。インターネットを介して全国から集まった本書の執筆者

は、私の誇る研究集団です。

　普段の授業で本書が活用され、子どもたちが喜んで取り組み、「なるほど、

わかった！」という声が上がることになれば、執筆者としてこれほど嬉しいこと

はありません。

　なお、この本の実験を動画でご覧に入れるオンライン講座を開催予定です。

パスワードは、「rika2020sakura」です。詳しくは、執筆者代表

のサイトでご確認ください。

https://sites.google.com/view/miyauti
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